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を 1日に 1回 2 Gyずつ照射するため、全体で 37~39回、約 8週間の治療期間
が必要となり、患者および医療者双方の負担であった。 
通常の放射線治療においては 1回 1.8~2 Gyの通常分割照射が用いられてきた
が、前立腺癌に対しては 1 回線量を増加し分割回数を減らした照射（寡分割照
射）が放射線生物学的に有利であることが明らかとなった。臨床上においても、
20～28 分割の中程度寡分割 IMRT は、通常分割 IMRT と比較しその有効性・
安全性の非劣勢が確認されたが、4~6 週間の治療期間が必要であり大きな治療
期間短縮には至っていない。一方、5 分割程度の超寡分割 IMRT は、治療期間
は 1~2週間だが、急性期有害事象が増悪する可能性が示されており、至適な線
量分割はいまだ明らかではない。そこで本研究では、治療期間と有効性・安全
性のバランスを考えた 15 分割の 3 週間での高度寡分割 IMRT を評価するため
パイロット試験を実施した。 
本試験では、54 Gy 15分割（1日 1回 3.6 Gy）の 3週間での高度寡分割 IMRT
をプロトコール治療とし、NCCNリスク分類にて低～中リスクの前立腺癌患者
25例を登録した。処方線量である 54 Gy 15分割は 2 Gy分割に換算すると、前






25 例の患者のうち、1 例は前立腺と小腸が近接していたため通常分割 IMRT
を、他の 24例に対して高度寡分割 IMRTを行い、全例で中断なく IMRTを完
遂した。その 24 例の年齢中央値は 71 歳、NCCN リスク分類にて低リスク 4
例、中リスク 20例だった。 




グレード 2以上のものを認めなかった。また 2年生化学的非再発生存率は 95.8%
であった。1例で生化学的再発を認め血漿 PSAは 5.96 ng/mlまで上昇したが、






















セカンダリエンドポイントである 2 年生化学的非再発生存率は 95.8%、グレー






 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認
める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 31年 1月 10日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
